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ガンマ線イメージング技術は、様々な分野で応用されている。我々は次世代のガンマ線イメー

ジング技術として、ガンマ線の三次元的な影を用い

る手法を提案した。 

 本手法は空間に無作為に配置した遮蔽体によっ

て、ガンマ線の入射角度によって異なるガンマ線フ

ラックスの空間的な強度勾配（三次元影）を作り出

す。空間に複数のガンマ線検出器を配置すること

で、検出器群の応答パターンとして三次元影を測定

することができる。アンフォールディングや機械学

習を用いて、検出器群の応答パターンからガンマ線

の入射方向を推定する。 

本手法は既にシミュレーションによって高い実現可能性が示されている[1]。本研究では、製作

した試作機 (Coded Cube Camera-POrtable: C3PO) を用いて、実験的に実現可能性を検討した。 

C3PO は 8 個の GAGG (Ce) シンチレ

ータキューブと 18 個の鉛キューブを、

3×3×3 状に配置した形状をしている

（空乏 1 キューブ）。各キューブの大き

さは1 cm × 1 cm × 1 cmである。実験体

系を図 1 に示す。簡単のため、応答関

数は C3PO の置かれた平面に限定した。 

図 2 に実験結果を示す。棒グラフの

長さは線源の存在強度を表している無次元量である。概ね、真の線源位置方向に対して、線源位

置推定が行えていることがわかり、手法の妥当性を実験的に検証することができた。 
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図 1. 製作した C3PO の試作機と実験体系 

図 2. 実験結果。矢印の先が真の線源位置。 
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